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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主制御基板と演出制御基板とを備え、
　前記主制御基板上に、
　特別遊技期間中における複数種類の遊技モードの切り替え順序と、図柄表示手段による
図柄変動回数で規定される前記各遊技モードの継続期間とが規定された遊技モード変更パ
ターンを記憶する遊技モード変更パターン記憶手段と、
　前記特別遊技期間中、前記遊技モード変更パターンに従って前記遊技モードを切り替え
る遊技モード切替手段とを設け、
　前記演出制御基板上に、
　前記遊技モードの変化状況を管理する遊技モード管理手段と、
　所定のタイミングで、前記遊技モード管理手段より得られるその時点の前記遊技モード
に対応する遊技演出を選択する遊技演出選択手段と、
　前記遊技演出選択手段で選択された前記遊技演出の実行を制御する遊技演出制御手段と
を設け、
　前記遊技演出は、所定上限回数を限度とする一又は複数回の図柄変動にわたって実行さ
れるように構成された
　遊技機において、
　前記主制御基板上に、前記特別遊技期間中、前記図柄表示手段による図柄変動毎に、そ
の時点の前記遊技モードである現遊技モード以降の全ての遊技モードについて、それら各
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遊技モードの種類と、その遊技モードにおける残り変動回数とを示す遊技モードコマンド
を前記演出制御基板に送信するコマンド送信手段を設け、
　前記遊技モード管理手段は、前記主制御基板から受信した前記遊技モードコマンドに基
づいて、前記遊技モードの変化状況と共に、前記現遊技モード以降の全ての遊技モードに
ついて、その終了までの前記図柄表示手段の残り変動回数を管理するように構成されてお
り、
　前記遊技演出選択手段は、前記遊技モード管理手段によって管理されている進行中の前
記遊技モードにおける前記残り変動回数が前記所定上限回数未満であってその遊技モード
が前記遊技モード変更パターンにおける最終の遊技モードでない場合には、その進行中の
前記遊技モードとその次の前記遊技モードとの両方に共通に対応する遊技演出を選択する
ように構成されている
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数回の図柄変動にわたる演出を行う機能を備えたパチンコ機、スロットマ
シン等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機では、例えばいわゆる確変や時短等の遊技者に有利な遊技状態に
おいて、予め定められた遊技モード変更パターンに従って遊技モードを順次切り替え、各
遊技モード毎に、例えば図柄の変動パターンの振り分け率を異ならせるようにしたものが
知られている（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１１０３６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、複数の遊技モードに跨る演出に関する判断を正しく行うことが可能な遊技機
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、主制御基板４１と演出制御基板４２とを備え、前記主制御基板４１上に、特
別遊技期間中における複数種類の遊技モードの切り替え順序と、図柄表示手段３２による
図柄変動回数で規定される前記各遊技モードの継続期間とが規定された遊技モード変更パ
ターンを記憶する遊技モード変更パターン記憶手段６４ｅと、前記特別遊技期間中、前記
遊技モード変更パターンに従って前記遊技モードを切り替える遊技モード切替手段６４ｄ
とを設け、前記演出制御基板４２上に、前記遊技モードの変化状況を管理する遊技モード
管理手段７６ａと、所定のタイミングで、前記遊技モード管理手段７６ａより得られるそ
の時点の前記遊技モードに対応する遊技演出を選択する遊技演出選択手段７６ｃと、前記
遊技演出選択手段７６ｃで選択された前記遊技演出の実行を制御する遊技演出制御手段７
６とを設け、前記遊技演出は、所定上限回数を限度とする一又は複数回の図柄変動にわた
って実行されるように構成された遊技機において、前記主制御基板４１上に、前記特別遊
技期間中、前記図柄表示手段３２による図柄変動毎に、その時点の前記遊技モードである
現遊技モード以降の全ての遊技モードについて、それら各遊技モードの種類と、その遊技
モードにおける残り変動回数とを示す遊技モードコマンドを前記演出制御基板４２に送信
するコマンド送信手段６９を設け、前記遊技モード管理手段７６ａは、前記主制御基板４
１から受信した前記遊技モードコマンドに基づいて、前記遊技モードの変化状況と共に、
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前記現遊技モード以降の全ての遊技モードについて、その終了までの前記図柄表示手段３
２の残り変動回数を管理するように構成されており、前記遊技演出選択手段７６ｃは、前
記遊技モード管理手段７６ａによって管理されている進行中の前記遊技モードにおける前
記残り変動回数が前記所定上限回数未満であってその遊技モードが前記遊技モード変更パ
ターンにおける最終の遊技モードでない場合には、その進行中の前記遊技モードとその次
の前記遊技モードとの両方に共通に対応する遊技演出を選択するように構成されているも
のである。
　また、前記遊技モード管理手段７６ａは、前記各遊技モードにおける前記残り変動回数
を、連続したアドレスの記憶領域に格納するように構成してもよい。
【０００８】
　ここで、前記進行中の前記遊技モードにおける前記残り変動回数が前記所定上限回数未
満であってその遊技モードが前記遊技モード変更パターンにおける最終の遊技モードであ
る場合には前記遊技演出を開始しないように構成してもよい。
【００１０】
　前記遊技演出選択手段７６ｃは、前記遊技モード管理手段７６ａによって管理されてい
る進行中の前記遊技モードにおける前記残り変動回数と、その進行中の前記遊技モードに
続く一以上の前記遊技モードにおける残り変動回数との和が前記所定上限回数未満であっ
てその一以上の前記遊技モードに続く継続遊技モードが存在する場合には、その進行中の
前記遊技モードから前記継続遊技モードまでの全ての遊技モードに共通に対応する遊技演
出を選択するように構成してもよい。この場合、進行中の前記遊技モードにおける前記残
り変動回数と、その進行中の前記遊技モードに続く一以上の前記遊技モードにおける残り
変動回数との和が前記所定上限回数未満であってその一以上の前記遊技モードに続く前記
継続遊技モードが存在しない場合には前記遊技演出を開始しないように構成することが望
ましい。
【００１２】
　また、前記主制御基板４１上に、所定の図柄始動条件が成立することに基づいて取得さ
れる図柄変動情報を所定の保留上限数分記憶可能な先入れ先出し式の保留記憶手段６３と
、所定の変動開始条件が成立することに基づいて、前記保留記憶手段６３上の待ち行列の
先頭の前記図柄変動情報に含まれる当たり判定乱数値が所定の当たり判定値と一致するか
否かを判定する変動開始時判定手段６４ａと、前記変動開始条件が成立することに基づい
て図柄表示手段３２による図柄の変動表示を開始させ、前記変動開始時判定手段６４ａに
よって前記当たり判定乱数値が前記当たり判定値と一致すると判定された場合には特定態
様で、それ以外の場合には前記特定態様とは異なる態様で前記図柄変動を停止させる図柄
表示制御手段６６と、前記図柄表示手段３２による変動後の停止図柄が前記特定態様とな
ることに基づいて利益状態を発生させる利益状態発生手段６５と、前記変動開始時判定手
段６４ａによる判定よりも前の所定のタイミングで、前記当たり判定乱数値が前記当たり
判定値と一致するか否かを判定する先読み判定手段６８とを設け、前記遊技演出は、前記
先読み判定手段６８による判定結果に基づいて、前記保留記憶手段６３に記憶された前記
図柄変動情報が前記図柄変動に供されるまでの一又は複数回の図柄変動にわたって実行さ
れるように構成してもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、複数の遊技モードに跨る演出に関する判断を正しく行うことが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態におけるパチンコ機の全体正面図である。
【図２】同パチンコ機の制御系のブロック図である。
【図３】同パチンコ機の変動パターン選択テーブルの一例を示す図である。
【図４】同パチンコ機の保留減算コマンド及び保留増加コマンドの一例を示す図である。
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【図５】同パチンコ機の遊技モード変更パターンと遊技モードコマンドの一例を示す図で
【図６】同パチンコ機の残り変動回数格納処理のフローチャートである。
【図７】同パチンコ機のテーブル選択処理のフローチャートである。
【図８】同パチンコ機の予告演出抽選処理のフローチャートである。
【図９】同パチンコ機の残り変動回数記憶領域の構成を示す図である。
【図１０】同パチンコ機の予告演出と遊技モードとの対応関係の一例を示す図である。
【図１１】同パチンコ機のテーブル記憶領域の構成を示す図である。
【図１２】同パチンコ機の予告演出抽選テーブルの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳述する。図１～図１２は本発明をパチンコ
機に採用した一実施形態を例示している。図１において、遊技機本体１は、矩形状の外枠
２と、この外枠２の前側に左右一側、例えば左側のヒンジ３により開閉自在に枢着された
前枠４とを備えている。前枠４の前側には、ガラス扉５と前面板６とが上下に配置され、
夫々ヒンジ３と同じ側のヒンジ７により前枠４に開閉自在に枢支されている。
【００１６】
　前面板６の前側には、払い出し手段（図示省略）から払い出された遊技球を貯留して発
射手段（図示省略）に供給する上皿８が上部側に配置され、またその上皿８の下側には、
例えば上皿８が満杯のときにその余剰球を貯留する下皿９が左端側に、発射手段を作動さ
せるための発射ハンドル１０が右端側に夫々設けられている。更に、上皿８等を前側から
覆う上皿カバー１１上には、例えば左右方向の略中央に押しボタン式の演出用操作手段１
２が設けられている。
【００１７】
　前枠４には、ガラス扉５の後側に対応して遊技盤２１が着脱自在に装着されている。遊
技盤２１の前面側には、発射手段から発射された遊技球を案内するガイドレール２２が環
状に装着されると共に、そのガイドレール２２の内側の遊技領域２３に、センターケース
２４、普通図柄始動手段２５、特別図柄始動手段２６、大入賞手段２７、普通入賞手段２
８等の各種遊技部品が配置されている。また、センターケース２４には、液晶式等の画像
表示手段２９の他、普通図柄表示手段３１、特別図柄表示手段３２、普通保留個数表示手
段３３等が設けられている。
【００１８】
　普通図柄表示手段３１は、普通図柄を変動表示するためのもので、例えば「○」「×」
の２種類の普通図柄に対応する２個の発光体（例えばＬＥＤ）により構成されており、通
過ゲート等よりなる普通図柄始動手段２５が遊技球を検出することを条件にそれら２つの
発光体が所定時間交互に点滅して、普通図柄始動手段２５による遊技球検出時に取得され
た当たり判定乱数値が予め定められた当たり判定値と一致する場合には当たり態様に対応
する「○」側の発光体が発光した状態で、それ以外の場合には外れ態様に対応する「×」
側の発光体が発光した状態で、点滅が終了するようになっている。
【００１９】
　また、普通図柄表示手段３１の変動表示中、又は後述する普通利益状態中に普通図柄始
動手段２５が遊技球を検出した場合には、その検出時に取得された当たり判定乱数値が予
め定められた上限保留個数、例えば４個を限度として記憶されると共に、例えば上限保留
個数と同数の発光体よりなる普通保留個数表示手段３３がその発光個数により当たり判定
乱数値の記憶個数（以下、普通保留個数という）を表示して、その時点での普通保留個数
を遊技者に報知するようになっている。
【００２０】
　特別図柄始動手段２６は、特別図柄表示手段３２による図柄変動を開始させるためのも
ので、上下２つの特別始動口２６ａ，２６ｂと、下特別始動口２６ｂを開閉する開閉手段
３９とを備え、例えばセンターケース２４の下側に配置されている。上特別始動口２６ａ
は、開閉手段等を有しない非作動式入賞口である。下特別始動口２６ｂは、開閉手段３９
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により遊技球が入賞可能な開状態と入賞不可能な閉状態とに切り換え可能な作動式入賞口
で、普通図柄表示手段３１の変動後の停止図柄が当たり態様となって普通利益状態が発生
したときに、開閉手段３９が所定時間、所定回数だけ閉状態から開状態に変化するように
構成されている。
【００２１】
　特別図柄表示手段（図柄表示手段）３２は、１個又は複数個、例えば１個の特別図柄　
（図柄）を変動表示可能な７セグメント式等の表示手段により構成されており、特別図柄
始動手段２６が遊技球を検出すること、即ち上下２つの特別始動口２６ａ，２６ｂの何れ
かに遊技球が入賞することを条件に特別図柄を所定時間変動表示して、特別始動口２６ａ
，２６ｂへの入賞時に取得された大当たり判定乱数値（図柄変動情報の一例）が予め定め
られた大当たり判定値と一致する場合には所定の大当たり態様（特定態様）で、それ以外
の場合には外れ態様（大当たり態様とは異なる態様）で停止するようになっている。特別
図柄には、例えば大当たり態様及び外れ態様が夫々１又は複数種類ずつ設けられている。
なお、それら各態様には夫々数字図柄等を割り当ててもよいし、遊技者がその特別図柄の
種類を容易に区別できないように、任意の線や点の組み合わせのようなそれ自体としては
特別な意味を持たない図柄を割り当ててもよい。
【００２２】
　また、特別図柄の変動表示中、又は後述する特別利益状態中に特別始動口２６ａ，２６
ｂに遊技球が入賞した場合には、その入賞時に取得された大当たり判定乱数値等が夫々所
定の上限保留個数、例えば各４個を限度として記憶されると共に、例えば画像表示手段２
９上に大当たり判定乱数値の記憶個数（以下、特別保留個数という）を表示して、その時
点での特別保留個数を遊技者に報知するようになっている。
【００２３】
　大入賞手段２７は、遊技球が入賞可能な開状態と入賞不可能な閉状態とに切り換え可能
な開閉板４０を備えた開閉式入賞手段で、特別図柄表示手段３２の変動後の特別図柄が大
当たり態様となることに基づいて特別利益状態が発生したときに、開閉板４０が所定の開
放パターンに従って前側に開放して、その上に落下した遊技球を内部へと入賞させるよう
になっている。
【００２４】
　また、画像表示手段２９には、例えば特別図柄表示手段３２による特別図柄の変動表示
と並行して演出図柄３４が変動表示される他、特別保留個数を示す保留表示画像３５、演
出用操作手段１２の操作が有効な操作有効期間中であることを示す操作有効期間報知画像
３６等の各種演出画像が遊技状態に応じて表示されるようになっている。
【００２５】
　ここで、演出図柄３４は、１個又は複数個、例えば左右方向に３個の数字図柄等で構成
されており、特別図柄始動手段２６が遊技球を検出すること、即ち上下２つの特別始動口
２６ａ，２６ｂの何れかに遊技球が入賞することを条件に特別図柄の変動開始と同時に所
定の変動パターンに従って変動を開始すると共に、特別図柄の変動停止と同時に最終停止
するように、左、右、中等の所定の順序で停止するようになっている。
【００２６】
　また、演出図柄３４では、例えば３つの図柄が全て同じ図柄で揃ったものが大当たり態
様、少なくとも１つの図柄が異なるものが外れ態様となっている。本実施形態では、特別
図柄が大当たり態様となる場合には演出図柄３４も大当たり態様となり、特別図柄が外れ
態様となる場合には演出図柄３４も外れ態様となるものとする。なお、特別図柄の変動中
、画像表示手段２９上では特別図柄の変動とは無関係の演出を行う場合があってもよい。
【００２７】
　図２は本パチンコ機の制御系のブロック図である。図２において、４１は主制御基板、
４２は演出制御基板で、これら各制御基板４１，４２は、遊技盤２１に装着されたセンタ
ーケース２４、その他の複数個の遊技部品を裏側から一括して覆う裏カバーの裏側等、前
枠４及び遊技盤２１を含む遊技機本体１の裏側の適宜箇所に着脱自在に装着された基板ケ
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ースに夫々収納されている。
【００２８】
　主制御基板４１は、遊技の進行を統括的に制御するもので、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ等
により構成される普通乱数作成処理手段５１、普通始動口チェック処理手段５２、普通乱
数記憶手段５３、普通図柄処理手段５４、普通利益状態発生手段５５、普通図柄表示制御
手段５６、特別乱数作成処理手段６１、特別始動口チェック処理手段６２、特別乱数記憶
手段（保留記憶手段）６３、特別図柄処理手段６４、特別利益状態発生手段（利益状態発
生手段）６５、特別図柄表示制御手段（図柄表示制御手段）６６、特別遊技状態発生手段
６７、先読み判定手段６８、コマンド送信手段６９等を備えている。
【００２９】
　普通乱数作成処理手段５１は、変動後の普通図柄を当たり態様とするか否かの判定に用
いる当たり判定乱数等を所定時間毎に繰り返し発生するように構成されている。普通始動
口チェック処理手段５２は、普通図柄始動手段２５による遊技球の検出に基づく処理を行
うもので、普通図柄始動手段２５が遊技球を検出することに基づいて、普通乱数作成処理
手段５１で作成された当たり判定乱数値を１個取得し、その当たり判定乱数値を予め定め
られた上限保留個数（例えば４個）を限度として先入れ先出し式の普通乱数記憶手段５３
に記憶させるように構成されている。
【００３０】
　普通図柄処理手段５４は、普通図柄の変動表示に関する処理を行うもので、当たり判定
手段５４ａ、普通停止図柄選択手段５４ｂ、変動時間選択手段５４ｃ等を備えている。当
たり判定手段５４ａは、普通図柄の変動後の停止図柄を当たり態様とするか否かの判定を
行うもので、普通図柄表示手段３１が変動表示可能な状態となり且つ普通乱数記憶手段５
３に１個以上の当たり判定乱数値が記憶されていること（普通保留個数が１以上であるこ
と）を条件に、普通乱数記憶手段５３に記憶されている当たり判定乱数値の待ち行列から
その先頭の当たり判定乱数値を取り出し、その当たり判定乱数値が予め定められた当たり
判定値と一致するか否かに応じて当たり／外れの判定を行うように構成されている。
【００３１】
　普通停止図柄選択手段５４ｂは、普通図柄の変動後の停止図柄の種類を選択するもので
ある。本実施形態では、当たり態様と外れ態様に対応するのは各１種類の図柄のみである
ため、当たり判定機能による当たり／外れの判定結果に基づいて、当たり判定の場合には
「○」が、外れ判定の場合には「×」が画一的に選択される。変動時間選択手段５４ｃは
、普通図柄の変動時間を選択するものである。
【００３２】
　普通利益状態発生手段５５は、当たり判定手段５４ａによる判定結果が当たり判定とな
り、普通図柄表示手段３１の変動後の停止図柄が当たり態様となったときに、特別図柄始
動手段２６を構成する下特別始動口２６ｂの開閉手段３９を例えば複数種類の開閉パター
ンの何れかに従って開状態に変化させるようになっている。
【００３３】
　普通図柄表示制御手段５６は、普通図柄処理手段５４による普通図柄処理に基づいて普
通図柄表示手段３１の表示制御を行うもので、普通図柄表示手段３１が変動表示可能な状
態となり且つ普通乱数記憶手段５３に１個以上の当たり判定乱数値が記憶されていること
（普通保留個数が１以上であること）を条件に普通図柄表示手段３１による普通図柄の変
動を開始させ、変動時間選択手段５４ｃで選択された変動時間が経過することに基づいて
、普通停止図柄選択手段５４ｂで選択された停止図柄で普通図柄の変動を停止させるよう
になっている。
【００３４】
　特別乱数作成処理手段６１は、大当たり／外れの判定に用いる大当たり判定乱数の他、
大当たり判定の場合の停止図柄態様の選択に用いる大当たり図柄乱数、外れ判定の場合の
停止図柄の選択に用いる外れ図柄乱数、演出図柄の変動パターンの選択に用いる変動パタ
ーン乱数、その他の所定の乱数を繰り返し発生する特別乱数作成処理を行うように構成さ
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れている。
【００３５】
　特別始動口チェック処理手段６２は、特別図柄始動手段２６への遊技球の入賞に基づく
処理を行うもので、特別図柄始動手段２６が遊技球を検出すること、即ち特別始動口２６
ａ，２６ｂに遊技球が入賞することに基づいて、特別乱数作成処理手段６１で作成された
大当たり判定乱数値及び大当たり図柄乱数値（図柄変動情報）を１個ずつ取得し、それら
大当たり判定乱数値及び大当たり図柄乱数値を予め定められた上限保留個数（例えば各４
個）を限度として先入れ先出し式の特別乱数記憶手段（保留記憶手段）６３に記憶させる
ように構成されている。
【００３６】
　特別図柄処理手段６４は、特別図柄の変動表示に関する処理を行うもので、大当たり判
定手段６４ａ、特別停止図柄選択手段６４ｂ、変動パターン選択手段６４ｃ、遊技モード
切替手段６４ｄ、遊技モード変更パターン記憶手段６４ｅ等を備えている。大当たり判定
手段（変動開始時判定手段）６４ａは、乱数抽選により大当たり／外れの判定を行うもの
で、特別図柄表示手段３２が変動表示可能な状態となり且つ特別乱数記憶手段６３に１個
以上の大当たり判定乱数値が記憶されていること（特別保留個数が１以上であること）を
条件に（所定の変動開始条件の成立の一例）、特別乱数記憶手段６３に記憶されている大
当たり判定値の待ち行列からその先頭の大当たり判定乱数値を取り出し、その大当たり判
定乱数値が予め定められた大当たり判定値と一致するか否かに応じて大当たり／外れの判
定を行うように構成されている。
【００３７】
　特別停止図柄選択手段６４ｂは、特別図柄の変動後の停止図柄の種類を選択するもので
、例えば大当たり判定手段６４ａによる判定結果が大当たりであった場合には、特別乱数
記憶手段６３に大当たり判定乱数値と共に記憶されている大当たり図柄乱数値に基づいて
例えば複数種類の大当たり態様の何れかを選択し、大当たり判定手段６４ａによる判定結
果が外れであった場合には例えば複数種類の外れ態様の何れかを抽選等により選択するよ
うに構成されている。
【００３８】
　変動パターン選択手段６４ｃは、演出図柄の変動パターンを複数種類の中から選択する
もので、所定の変動パターン選択テーブルを用いて、変動パターン乱数による抽選により
変動パターンを択一的に選択するようになっている。演出図柄の変動パターンには、例え
ばリーチ状態を経由して大当たり態様又は外れ態様となるリーチ大当たり／外れ変動パタ
ーンと、リーチ状態を経由することなく外れ態様となる通常変動パターンとがあり、また
それらリーチ大当たり／外れ変動パターンと通常変動パターンとが夫々複数種類設けられ
ており、大当たり判定手段６４ａによる判定結果が大当たりの場合にはリーチ大当たり変
動パターンの何れかが、大当たり判定手段６４ａによる判定結果が外れの場合にはリーチ
外れ変動パターンと通常変動パターンのうちの何れかが、変動パターン選択テーブルを用
いた抽選により選択されるようになっている。
【００３９】
　また、変動パターン選択テーブルは複数種類用意されており、例えば後述する確変遊技
状態中（特別遊技期間の一例）は、所定の遊技モード変更パターンに従って変化する遊技
モード毎に予め定められた変動パターン選択テーブルが用いられるようになっている。な
お、確変遊技状態中以外については、常に同一の変動パターン選択テーブルを用いてもよ
いし、所定のタイミングで変動パターン選択テーブルを変更するようにしてもよい。例え
ば後述する時短遊技状態中についても、確変遊技状態中と同様、遊技モードの変更に応じ
て変動パターン選択テーブルを変更してもよい。
【００４０】
　ここで、確変遊技状態中の遊技モードは、遊技モード変更パターン記憶手段６４ｅに予
め記憶された遊技モード変更パターンに従って、遊技モード切替手段６４ｄによって切り
替えられるようになっている。遊技モード変更パターンは、例えば確変遊技状態中（特別
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遊技期間中）における複数種類の遊技モードの切り替え順序と、特別図柄表示手段３２に
よる図柄変動回数で規定される各遊技モードの継続期間とを規定するものである。本実施
形態の確変遊技状態は、いわゆる「ＳＴ」、「回数切り確変」などと称されるもので、そ
の発生後に特別図柄表示手段３２による図柄変動回数が所定回数（ここでは７０回）に達
するか、それまでに次の特別利益状態が発生した時点で終了するように設定されているも
のとする。
【００４１】
　また、その確変遊技状態中の遊技モードとして、図５に示すように「ＳＴ前半モード」
、「ＳＴ中盤モード」、「ＳＴ後半モード」の３種類が設けられており、確変遊技状態が
開始されてから特別図柄表示手段３２が３３回変動するまでの期間が「ＳＴ前半モード」
、そこから特別図柄表示手段３２が３０回変動するまでの期間が「ＳＴ中盤モード」、更
にそこから最後まで、即ち特別図柄表示手段３２が７回変動するまでの期間が「ＳＴ後半
モード」となっている。
【００４２】
　各遊技モードに対しては、例えば図３に示すような各１つの変動パターン選択テーブル
が設定されており、それら各遊技モードに対応する３種類の変動パターン選択テーブルは
、例えば各変動パターンの選択率の設定が異なるのはもちろん、選択対象となる変動パタ
ーンの種類も異なっていてもよい。
【００４３】
　特別利益状態発生手段（利益状態発生手段）６５は、大入賞手段２７を所定の開放パタ
ーンに従って開放する特別利益状態（利益状態）を発生させるためのもので、大当たり判
定手段６４ａによる判定結果が大当たり判定となり、特別図柄表示手段３２による特別図
柄の変動後の停止図柄が大当たり態様（特定態様）となることに基づいて特別利益状態を
発生させるようになっている。本実施形態における大入賞手段２７の開放パターンは、大
入賞手段２７の開放から所定時間（例えば２８秒）経過するか、それまでに所定個数（例
えば９個）の遊技球が入賞することを条件に大入賞手段２７を閉鎖する動作を、所定ラウ
ンド数（例えば１５ラウンド）行うように設定されているものとするが、複数種類の開放
パターンを設け、例えば大当たり図柄乱数値に基づいてそれらの何れかを選択するように
構成してもよい。
【００４４】
　特別図柄表示制御手段（図柄表示制御手段）６６は、特別図柄表示手段３２の表示制御
を行うもので、特別図柄表示手段３２が変動表示可能な状態となり且つ特別乱数記憶手段
６３に１個以上の大当たり判定乱数値が記憶されていること（特別保留個数が１以上であ
ること）を条件に（所定の変動開始条件の成立の一例）、特別図柄表示手段３２による特
別図柄の変動を開始させ、変動パターン選択手段６４ｃにより選択された演出図柄の変動
パターンに対応する変動時間が経過することに基づいて、特別停止図柄選択手段６４ｂに
より選択された停止図柄で特別図柄の変動を停止させるようになっている。
【００４５】
　特別遊技状態発生手段６７は、特別利益状態発生後の所定期間に遊技者に有利な特別遊
技状態を発生させるためのもので、例えば特別乱数記憶手段６３に記憶された大当たり判
定乱数値が大当たり判定値と一致した場合の大当たり図柄乱数値に基づいて、その大当た
り図柄乱数値が所定の確変判定値と一致しない場合には時短遊技状態を、一致する場合に
は確変遊技状態（特別遊技期間の一例）を夫々発生させるように構成されている。
【００４６】
　時短遊技状態中は、特別図柄に関して特別図柄表示手段３２の変動時間が通常変動時間
よりも短い短縮変動時間に切り替えられる他、普通図柄に関して、当たり確率が通常確率
から高確率へ、変動時間が通常変動時間から短縮変動時間へ、下特別始動口２６ｂの開閉
手段３９の開閉パターンが通常開閉パターンから延長開閉パターンへ、夫々切り替えられ
るようになっている。なお、時短遊技状態は例えばその開始後に特別図柄が所定回数（例
えば５０回）変動するか、それまでに次の特別利益状態が発生した時点で終了するように
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なっている。
【００４７】
　また確変遊技状態（特別遊技期間）中は、それ以外の通常確率状態中よりも大当たり判
定値の数が増加することにより、特別図柄が大当たり態様となる確率が通常確率よりも高
い高確率に切り替えられると共に、例えば時短遊技状態と同様の処理も併せて行われるよ
うになっている。なお、確変遊技状態は、上述したように例えばその開始後に特別図柄が
所定回数（ここでは７０回）変動するか、それまでに次の特別利益状態が発生した時点で
終了するようになっており、その期間中、遊技モード変更パターンに従って「ＳＴ前半モ
ード」、「ＳＴ中盤モード」、「ＳＴ後半モード」の３種類の遊技モードに順次切り替え
られるようになっている（図５）。
【００４８】
　先読み判定手段６８は、特別図柄始動手段２６が遊技球を検出したときに取得される大
当たり判定乱数値等（変動記憶情報）の内容を、大当たり判定手段６４ａによる判定より
も前の所定時点、例えばそれらの乱数値を取得した時点で事前に判定するもので、例えば
その大当たり判定乱数値が大当たり判定値と一致するか否か、及び大当たり図柄乱数値が
確変判定値と一致するか否かに応じて、例えば大当たり判定乱数値が大当たり判定値と一
致しない「外れ保留記憶」、大当たり判定乱数値が大当たり判定値と一致し且つ大当たり
図柄乱数値が確変判定値と一致しない「通常大当たり保留記憶」、大当たり判定乱数値が
大当たり判定値と一致し且つ大当たり図柄乱数値が確変判定値と一致する「確変大当たり
保留記憶」の何れであるかを判定するようになっている。
【００４９】
　コマンド送信手段６９は、所定の制御コマンドを一方向通信により演出制御基板４２等
のサブ制御基板側に送信して制御指令を与えるためのもので、特別図柄処理手段６４によ
る特別図柄処理に基づいて、特別図柄の変動開始時に、減算後の特別保留個数を指定する
保留減算コマンド、演出図柄の変動パターンを指定する変動パターン指定コマンド、特別
図柄の変動後の停止図柄を指定する停止図柄コマンドを例えばこの順序で演出制御基板４
２側に送信し、特別図柄の変動終了時に演出図柄の変動停止を指示する変動停止コマンド
を演出制御基板４２側に送信する機能、特別図柄始動手段２６による遊技球検出時に増加
後の特別保留個数等を指定する保留増加コマンドを演出制御基板４２側に送信する機能、
確変遊技状態中における遊技モードの状況を示す遊技モードコマンドを、確変遊技状態中
における特別図柄の変動毎、即ち例えば特別図柄の変動開始毎に演出制御基板４２側に送
信する機能等を備えている。
【００５０】
　保留減算コマンドは、図４に示すように、例えば減算後の特別保留個数（ここでは０～
３個）に応じて複数種類（ここでは４種類）設けられている。また、保留増加コマンドは
、図４に示すように、例えば増加後の特別保留個数（ここでは１～４個）に応じた複数種
類（ここでは４種類）のコマンドが、先読み判定手段６８による外れ保留記憶、通常大当
たり保留記憶、確変大当たり保留記憶の３種類の判定結果に応じて３組設けられている。
【００５１】
　また、遊技モードコマンドは、図５に示すように、各遊技モードに対応して、ＳＴ前半
モードに対応するＳＴ前半モードコマンド、ＳＴ中盤モードに対応するＳＴ中盤モードコ
マンド、ＳＴ後半モードに対応するＳＴ後半モードコマンドの３種類設けられており、例
えば上位バイトの値（ＦＢＨ、ＦＣＨ、ＦＤＨの３種類）で区別されるようになっている
。また、それら各遊技モードコマンドには、対応する遊技モードが終了するまでの残り変
動回数の値が、例えば下位バイトに設定されるようになっている。例えばコマンド“ＦＢ
０３Ｈ”であれば、ＳＴ前半モードコマンドであって、そのＳＴ前半モードが終了するま
での残り変動回数が３回であることを示している。
【００５２】
　確変遊技状態中における特別図柄の変動開始時には、その時点で進行中の遊技モード　
（現遊技モード）に対応する遊技モードコマンド（現遊技モードコマンド）の他、その現



(10) JP 5872253 B2 2016.3.1

10

20

30

40

50

遊技モードの次の遊技モード（次遊技モード）に対応する遊技モードコマンド（次遊技モ
ードコマンド）を含むそれ以降の全ての遊技モードに対応する遊技モードコマンドが、夫
々の遊技モードにおける残り変動回数の値をセットした状態で、各遊技モードの出現順序
通りに演出制御基板４２側に送信されるようになっている。その際、現遊技モード以外の
遊技モードに対応する遊技モードコマンドについては、例えばその遊技モードにおける残
り変動回数の最大値がセットされる。
【００５３】
　例えば、確変遊技状態の開始後３回目（残り変動回数６８回）の図柄変動開始時（ＳＴ
前半モード中）には、残り変動回数３１回に対応するＳＴ前半モードコマンドである“Ｆ
Ｂ１ＦＨ”（現遊技モードコマンド）と、残り変動回数３０回に対応するＳＴ中盤モード
コマンドである“ＦＣ１ＥＨ”（次遊技モードコマンド）と、残り変動回数７回に対応す
るＳＴ後半モードコマンドである“ＦＤ０７Ｈ”がその順序で送信される。また例えば、
確変遊技状態の開始後３８回目（残り変動回数３３回）の図柄変動開始時（ＳＴ中盤モー
ド中）には、残り変動回数２６回に対応するＳＴ中盤モードコマンドである“ＦＣ１ＡＨ
”（現遊技モードコマンド）と、残り変動回数７回に対応するＳＴ後半モードコマンドで
ある“ＦＤ０７Ｈ”（次遊技モードコマンド）がその順序で送信される。
【００５４】
　なお本実施形態では、遊技モードコマンドは特別図柄の変動開始時（変動開始直前）に
送信されるため、進行中の遊技モードに対応する遊技モードコマンドに設定される残り変
動回数の値は、その直後に開始される図柄変動を含めた変動回数となっている。従って、
遊技モードコマンドの送信直後に特別図柄の変動が開始された後は、その最初の遊技モー
ドコマンドで指定された残り変動回数から１を減算した値が、進行中の遊技モードにおけ
る実際の残り変動回数となる。
【００５５】
　演出制御基板４２は、画像表示手段２９、音声出力手段７１、電飾手段７２等の各種演
出手段を制御するもので、演出制御手段７３、特別保留個数表示制御手段７４、図柄演出
制御手段７５、予告演出制御手段（遊技演出制御手段）７６等を備えている。
【００５６】
　演出制御手段７３は、各種演出手段を制御するもので、画像表示手段２９による画像表
示を制御する画像表示制御手段７３ａ、音声出力手段７１からの音声出力を制御する音声
制御手段７３ｂ、電飾手段７２等の発光を制御する発光制御手段７３ｃ等を備えている。
【００５７】
　特別保留個数表示制御手段７４は、画像表示制御手段７３ａを介して特別保留個数の表
示制御を行うもので、特別図柄始動手段２６により新たに遊技球が検出され、主制御基板
４１から保留増加コマンドを受信したときに、その保留増加コマンドに基づいて、画像表
示手段２９の表示画面上の所定位置に増加後の特別保留個数分の保留表示画像３５を表示
し、例えば主制御基板４１から保留減算コマンドを受信することに基づいて、表示中の保
留表示画像３５の数を１個減少させて待ち行列の前側にシフトさせるように構成されてい
る。
【００５８】
　図柄演出制御手段７５は、特別図柄の変動に関する演出を制御するもので、例えば主制
御基板４１から変動パターン指定コマンドを受信し且つその後所定時間以内に停止図柄コ
マンドを受信することに基づいて、演出図柄の停止図柄を選択する停止図柄抽選処理を実
行した後、変動パターン指定コマンドで指定された変動パターンに基づいて、演出制御手
段７３を介して演出図柄を変動させるように構成されている。なお、演出図柄の変動中は
、後述する予告演出制御手段７６によって選択された予告演出が実行される。
【００５９】
　予告演出制御手段７６は、特別図柄の変動中に行う予告演出（遊技演出）を制御するも
ので、遊技モード管理手段７６ａ、残り変動回数記憶領域７６ｂ、予告演出選択手段（遊
技演出選択手段）７６ｃ、テーブル記憶領域７６ｄ等を備えている。
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【００６０】
　遊技モード管理手段７６ａは、確変遊技状態中等における遊技モードの変化状況を管理
するもので、例えば特別図柄の変動が開始される毎、即ち例えば主制御基板４１から保留
減算コマンド等を受信する毎に、図６に示す残り変動回数格納処理を実行することにより
、進行中の遊技モード及びその残り変動回数の他、それに続く全ての遊技モードとそれら
各遊技モードの継続期間（図柄変動回数）を認識することが可能となっている。
【００６１】
　図６に示す残り変動回数格納処理では、まずＲＡＭ上に設けられた残り変動回数記憶領
域７６ｂの先頭アドレス（図９参照）をセットした後（Ｓ１）、ＳＴ前半モードコマンド
を受信したか否かを判定し（Ｓ２）、ＳＴ前半モードコマンドを受信したことを条件に　
（Ｓ２：Ｙｅｓ）、そのＳＴ前半モードコマンドの下位バイトの値、即ちＳＴ前半モード
の残り変動回数の値を「ＳＴ前半残り変動回数」として残り変動回数記憶領域７６ｂ（図
９）に格納する（Ｓ３）。
【００６２】
　続いて、残り変動回数記憶領域７６ｂのアドレスに１を加算した後（Ｓ４）、ＳＴ中盤
モードコマンドを受信したか否かを判定し（Ｓ５）、ＳＴ中盤モードコマンドを受信した
ことを条件に（Ｓ５：Ｙｅｓ）、そのＳＴ中盤モードコマンドの下位バイトの値、即ちＳ
Ｔ中盤モードの残り変動回数の値を「ＳＴ中盤残り変動回数」として残り変動回数記憶領
域７６ｂ（図９）に格納する（Ｓ６）。
【００６３】
　更に、残り変動回数記憶領域７６ｂのアドレスに１を加算した後（Ｓ７）、ＳＴ後半モ
ードコマンドを受信したか否かを判定し（Ｓ８）、ＳＴ後半モードコマンドを受信したこ
とを条件に（Ｓ８：Ｙｅｓ）、そのＳＴ後半モードコマンドの下位バイトの値、即ちＳＴ
後半モードの残り変動回数の値を「ＳＴ後半残り変動回数」として残り変動回数記憶領域
７６ｂ（図９）に格納する（Ｓ９）。
【００６４】
　以上の残り変動回数格納処理により、図９に示す残り変動回数記憶領域７６ｂ上のＳＴ
前半残り変動回数、ＳＴ中盤残り変動回数、ＳＴ後半残り変動回数の値が、特別図柄の変
動開始毎に更新される。このように、残り変動回数記憶領域７６ｂ上に格納されているＳ
Ｔ前半残り変動回数、ＳＴ中盤残り変動回数、ＳＴ後半残り変動回数の値は、図柄変動開
始時（図柄変動開始直前）のものであるから、進行中の遊技モードに対応する残り変動回
数については、図柄変動が開始された後は、残り変動回数記憶領域７６ｂ上の値から１減
算した値が実際の残り変動回数となる。
【００６５】
　予告演出選択手段（遊技演出選択手段）７６ｃは、所定のタイミングで、その時点の遊
技モードに対応する予告演出を選択するもので、例えば特別保留個数の増加時、即ち主制
御基板４１から保留増加コマンドを受信したときに、図７に示すテーブル選択処理、及び
図８に示す予告演出抽選処理を実行するように構成されている。
【００６６】
　ここで、本実施形態では、確変遊技状態中に出現可能な予告演出として、図１０に示す
ようにＡ～Ｅの５種類が設けられている。これら５種類の予告演出Ａ～Ｅは、例えば何れ
も先読み判定手段６８による先読み判定結果に基づく予告演出（遊技演出）であり、その
先読み判定に係る保留記憶が図柄変動に供されるまでの例えば４回（所定上限回数）を限
度とする１又は複数回の図柄変動にわたって実行されるいわゆる連続予告である点では共
通するが、予告演出Ａは例えば保留表示画像３５の表示態様（色、形状等）を変化させる
ものであり、予告演出Ｂは例えば演出図柄の変動中に登場するキャラクターの表示態様を
変化させるものであり、予告演出Ｃは例えば可動体を各種パターンで作動させるものであ
る等、その演出の態様が夫々異なっている。
【００６７】
　また、これら５種類の予告演出Ａ～Ｅは、各遊技モードにおける図柄演出と整合するか
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否か等により、遊技モード毎に出現可能なものと出現不可能なものとが予め分類されてい
る。本実施形態では、図１０に示すように、ＳＴ前半モードでは予告演出Ａ～Ｃのみが、
ＳＴ中盤モードでは予告演出Ａ，Ｃ，Ｄのみが、ＳＴ後半モードでは予告演出Ａ，Ｄ，Ｅ
のみが夫々出現可能であり、それら以外は出現不可能となっている。即ち、ＳＴ前半モー
ドとＳＴ中盤モードとの両方で出現可能な予告演出はＡ，Ｃのみであり、ＳＴ中盤モード
とＳＴ後半モードとの両方で出現可能な予告演出はＡ，Ｄのみであり、全ての遊技モード
で出現可能な予告演出はＡのみとなっている。
【００６８】
　この遊技モードと予告演出との対応関係については、ＲＯＭ上のテーブル記憶領域７６
ｄに先読みテーブルとして予め記憶されている。本実施形態では、図１１に示すように、
６種類の先読みテーブル１～６が設定されている。先読みテーブル１は、ＳＴ前半モード
中であって、その時点で開始された予告演出が次のＳＴ中盤モードに跨る可能性がない場
合、即ちその遊技モードにおける残り変動回数が特別保留個数の最大値（ここでは４）以
上である場合に用いられるもので、ＳＴ前半モードにおいて出現可能な予告演出Ａ～Ｃに
対応する予告演出抽選テーブルのアドレスが設定されている。また先読みテーブル２は、
ＳＴ前半モード中であって、その時点で開始された予告演出が次のＳＴ中盤モードに跨る
可能性がある場合、即ちその遊技モードにおける残り変動回数が４未満である場合に用い
られるもので、ＳＴ前半モードとＳＴ中盤モードとの両方で出現可能な予告演出Ａ，Ｃに
対応する予告演出抽選テーブルのアドレスが設定されている。
【００６９】
　同様に、先読みテーブル３は、ＳＴ中盤モード中であって、その時点で開始された予告
演出が次のＳＴ後半モードに跨る可能性がない場合、即ちその遊技モードにおける残り変
動回数が４以上である場合に用いられるもので、ＳＴ中盤モードにおいて出現可能な予告
演出Ａ，Ｃ，Ｄに対応する予告演出抽選テーブルのアドレスが設定されている。また先読
みテーブル４は、ＳＴ中盤モード中であって、その時点で開始された予告演出が次のＳＴ
後半モードに跨る可能性がある場合、即ちその遊技モードにおける残り変動回数が４未満
である場合に用いられるもので、ＳＴ中盤モードとＳＴ後半モードとの両方で出現可能な
予告演出Ａ，Ｄに対応する予告演出抽選テーブルのアドレスが設定されている。
【００７０】
　また、先読みテーブル５は、ＳＴ後半モード中であって、その時点で開始された予告演
出が途中で終了する可能性がない場合、即ちその遊技モードにおける残り変動回数が４以
上である場合に用いられるもので、ＳＴ後半モードにおいて出現可能な予告演出Ａ，Ｄ，
Ｅに対応する予告演出抽選テーブルのアドレスが設定されている。更に、先読みテーブル
６は、例えばＳＴ前半モード中であって、その時点で開始された予告演出が最後のＳＴ後
半モードまで跨る可能性がある場合に用いられるもので、ＳＴ前半モードからＳＴ後半モ
ードまでの全てにおいて出現可能な予告演出Ａに対応する予告演出抽選テーブルのアドレ
スが設定されている。
【００７１】
　また、予告演出抽選テーブルは、予告演出Ａ～Ｅの何れかが選択された場合に、その選
択された予告演出に対応する複数種類の予告演出シナリオを選択するためのもので、先読
みテーブルと同じくＲＯＭ上のテーブル記憶領域７６ｄに予め記憶されている（図１１）
。例えば図１２に示す予告演出Ａ抽選テーブルでは、先読み判定結果毎に、予告演出Ａに
属する予告演出シナリオＡａ～Ａｅの選択率が設定されている。なお、各予告演出シナリ
オは、例えば画像表示手段２９、音声出力手段７１、電飾手段７２等の演出データと、そ
の演出データの実行タイミングとの組み合わせによって規定されている。
【００７２】
　続いて、予告演出選択手段（遊技演出選択手段）７８によって例えば特別保留個数の増
加時、に実行されるテーブル選択処理（図７）、及び予告演出抽選処理（図８）について
説明する。
【００７３】
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　図７に示すテーブル選択処理では、まずその時点の遊技モードを例えば遊技モード管理
手段７６ａから取得し（Ｓ１１）、その遊技モードの種類を判定する（Ｓ１２，Ｓ２０）
。そして、遊技モードがＳＴ前半モードであれば（Ｓ１２：Ｙｅｓ）、そのＳＴ前半モー
ドにおける残り変動回数が、特別保留個数の最大値である４未満であるか否かを判定する
（Ｓ１３，Ｓ１４）。
【００７４】
　ここで、本実施形態では、上述したように残り変動回数記憶領域７６ｄ上に格納されて
いるＳＴ前半残り変動回数等の値は図柄変動開始時のものであり、実際の残り変動回数は
その直後に１減少するため、残り変動回数記憶領域７６ｄからＳＴ前半残り変動回数を取
得し（Ｓ１３）、そのＳＴ前半残り変動回数から１減算して得られる値を、そのＳＴ前半
モードにおける残り変動回数として、特別保留個数の最大値である４と比較している（Ｓ
１４）。もちろん、例えば残り変動回数記憶領域７６ｄから取得したＳＴ前半残り変動回
数と、特別保留個数の最大値である４に１を加算した５とを比較する処理もＳ１４と実質
的に同一である。
【００７５】
　ＳＴ前半モードの残り変動回数が４以上であれば（Ｓ１４：Ｎｏ）、その時点で開始さ
れた予告演出が次のＳＴ中盤モードに跨る可能性はないため、ＳＴ前半モードにおいて出
現可能な予告演出Ａ～Ｃに対応する予告演出Ａ抽選テーブル、予告演出Ｂ抽選テーブル及
び予告演出Ｃ抽選テーブルのアドレスが設定された先読みテーブル１（図１１）を選択し
（Ｓ１４ａ）、テーブル選択処理を終了する。
【００７６】
　一方、ＳＴ前半モードの残り変動回数が４未満であれば（Ｓ１４：Ｙｅｓ）、残り変動
回数記憶領域７６ｄからＳＴ中盤残り変動回数を取得し（Ｓ１５）、ＳＴ前半モードにお
ける残り変動回数（即ちＳＴ前半残り変動回数から１減算して得られる値）と、ＳＴ中盤
残り変動回数との和を、特別保留個数の最大値である４と比較する（Ｓ１６）。そして、
その値が４以上であれば（Ｓ１６：Ｎｏ）、その時点で開始された予告演出が次のＳＴ中
盤モードを超えてＳＴ後半モードに跨る可能性はないため、ＳＴ前半モードとＳＴ中盤モ
ードとの両方で出現可能な予告演出Ａ，Ｃに対応する予告演出Ａ抽選テーブル及び予告演
出Ｃ抽選テーブルのアドレスが設定された先読みテーブル２（図１１）を選択し（Ｓ１６
ａ）、テーブル選択処理を終了する。
【００７７】
　また、ＳＴ前半モードにおける残り変動回数（即ちＳＴ前半残り変動回数から１減算し
て得られる値）と、ＳＴ中盤残り変動回数との和が４未満であれば（Ｓ１６：Ｙｅｓ）、
それに続くＳＴ後半モード（継続遊技モード）について残り変動回数記憶領域７６ｄから
ＳＴ後半残り変動回数を取得し（Ｓ１７）、ＳＴ前半モードにおける残り変動回数（即ち
ＳＴ前半残り変動回数から１減算して得られる値）と、ＳＴ中盤残り変動回数と、ＳＴ後
半残り変動回数との和を、特別保留個数の最大値である４と比較する（Ｓ１８）。そして
、その値が４以上であれば（Ｓ１８：Ｎｏ）、その時点で開始された予告演出は必ず最後
のＳＴ後半モード中に終了するため、ＳＴ前半モードからＳＴ後半モードまでの全てにお
いて出現可能な予告演出Ａに対応する予告演出Ａ抽選テーブルのアドレスが設定された先
読みテーブル６（図１１）を選択し（Ｓ１８ａ）、テーブル選択処理を終了する。
【００７８】
　ＳＴ前半モードにおける残り変動回数（即ちＳＴ前半残り変動回数から１減算して得ら
れる値）と、ＳＴ中盤残り変動回数と、ＳＴ後半残り変動回数との和が４未満であれば　
（Ｓ１８：Ｙｅｓ）、その時点で開始された予告演出がこの確変遊技状態中に終了しない
可能性があるため、予告演出禁止を選択し（Ｓ１９）、テーブル選択処理を終了する。
【００７９】
　Ｓ１１で取得した進行中の遊技モードがＳＴ中盤モードであれば（Ｓ２０：Ｙｅｓ）、
そのＳＴ中盤モードにおける残り変動回数、即ちＳＴ中盤残り変動回数から１減算して得
られる値が、特別保留個数の最大値である４未満であるか否かを判定する（Ｓ２１，Ｓ２
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２）。
【００８０】
　ＳＴ中盤モードの残り変動回数が４以上であれば（Ｓ２２：Ｎｏ）、その時点で開始さ
れた予告演出が次のＳＴ後半モードに跨る可能性はないため、ＳＴ中盤モードにおいて出
現可能な予告演出Ａ，Ｃ，Ｄに対応する予告演出Ａ抽選テーブル、予告演出Ｃ抽選テーブ
ル及び予告演出Ｄ抽選テーブルのアドレスが設定された先読みテーブル３（図１１）を選
択し（Ｓ２２ａ）、テーブル選択処理を終了する。
【００８１】
　一方、ＳＴ中盤モードの残り変動回数が４未満であれば（Ｓ２２：Ｙｅｓ）、残り変動
回数記憶領域７６ｄからＳＴ後半残り変動回数を取得し（Ｓ２３）、ＳＴ中盤モードにお
ける残り変動回数（即ちＳＴ中盤残り変動回数から１減算して得られる値）と、ＳＴ後半
残り変動回数との和を、特別保留個数の最大値である４と比較する（Ｓ２４）。そして、
その値が４以上であれば（Ｓ２４：Ｎｏ）、その時点で開始された予告演出は必ず最後の
ＳＴ後半モード中に終了するため、ＳＴ中盤モードとＳＴ後半モードとの両方で出現可能
な予告演出Ａ，Ｄに対応する予告演出Ａ抽選テーブル及び予告演出Ｄ抽選テーブルのアド
レスが設定された先読みテーブル４（図１１）を選択し（Ｓ２４ａ）、テーブル選択処理
を終了する。
【００８２】
　ＳＴ中盤モードにおける残り変動回数（即ちＳＴ中盤残り変動回数から１減算して得ら
れる値）と、ＳＴ後半残り変動回数との和が４未満の場合（Ｓ２４：Ｙｅｓ）、次の遊技
モード（継続遊技モード）は存在しないため、その時点で開始された予告演出がこの確変
遊技状態中に終了しない可能性があることから、予告演出禁止を選択し（Ｓ２５）、テー
ブル選択処理を終了する。
【００８３】
　Ｓ１１で取得した遊技モードがＳＴ後半モードであれば（Ｓ２０：Ｎｏ）、そのＳＴ後
半モードにおける残り変動回数、即ちＳＴ後半残り変動回数から１減算して得られる値が
、特別保留個数の最大値である４未満であるか否かを判定する（Ｓ２６，Ｓ２７）。そし
て、その値が４以上であれば（Ｓ２７：Ｎｏ）、その時点で開始された予告演出は必ずそ
のＳＴ後半モード中に終了するため、ＳＴ後半モードにおいて出現可能な予告演出Ａ，Ｄ
，Ｅに対応する予告演出Ａ抽選テーブル、予告演出Ｄ抽選テーブル及び予告演出Ｅ抽選テ
ーブルのアドレスが設定された先読みテーブル５（図１１）を選択し（Ｓ２７ａ）、テー
ブル選択処理を終了する。
【００８４】
　ＳＴ後半モードにおける残り変動回数（即ちＳＴ後半残り変動回数から１減算して得ら
れる値）が４未満であれば（Ｓ２７：Ｙｅｓ）、その時点で開始された予告演出がこの確
変遊技状態中に終了しない可能性があるため、予告演出禁止を選択し（Ｓ２８）、テーブ
ル選択処理を終了する。
【００８５】
　また、図８に示す予告演出抽選処理では、予告演出禁止に設定されているか否かを判定
し（Ｓ３１）、予告演出禁止に設定されていれば（Ｓ３１：Ｙｅｓ）、ここで予告演出抽
選処理を終了する。予告演出禁止に設定されていなければ（Ｓ３１：Ｎｏ）、テーブル選
択処理（図７）で選択された先読みテーブルに基づいて、例えば予告演出を行うか否か、
及び行う場合には予告演出の種類を抽選により決定する（Ｓ３２）。そして、予告演出に
当選した場合には（Ｓ３３：Ｙｅｓ）、選択された予告演出に対応する予告演出抽選テー
ブル（図１２等）に基づいて予告演出シナリオを抽選すると共に（Ｓ３４）、その予告演
出が終了するまでの間、新たな予告演出が開始されないように予告演出禁止に設定し（Ｓ
３５）、予告演出抽選処理は終了する。
【００８６】
　以上説明したように、本実施形態のパチンコ機では、遊技モード管理手段７６ａが、主
制御基板４１から受信した現遊技モードコマンド等に基づいて、遊技モードの変化状況と
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共に、進行中の遊技モードの終了までの特別図柄表示手段３２の残り変動回数を管理する
ように構成され、予告演出選択手段７６ｃが、遊技モード管理手段７６ａによって管理さ
れている進行中の遊技モードにおける残り変動回数が所定上限回数未満であってその遊技
モードが遊技モード変更パターンにおける最終の遊技モードでない場合には、その進行中
の遊技モードとその次の遊技モードとの両方に共通に対応する演出を選択するように構成
されているため、複数の遊技モードに跨る演出を不整合なく出現させることが可能である
。
【００８７】
　また、進行中の遊技モードにおける残り変動回数が所定上限回数未満であってその遊技
モードが遊技モード変更パターンにおける最終の遊技モードである場合には予告演出を開
始しないように構成されているため、予告演出の途中で確変遊技状態（特別遊技期間）が
終了する可能性を排除できる。
【００８８】
　また、コマンド送信手段６９は、確変遊技状態（特別遊技期間）中、現遊技モードが遊
技モード変更パターンにおける最終の遊技モードでない場合には、現遊技モードに対応す
る現遊技モードコマンドと共に、少なくとも現遊技モードの次の次遊技モードに対応する
次遊技モードコマンドを、その順序で演出制御基板４２に送信するように構成されており
、しかも次遊技モードコマンドには、次遊技モードの種類と、その次遊技モードの開始後
における残り変動回数との各情報が付与されているため、演出制御基板４２側で、進行中
の遊技モードだけでなくそれに続く遊技モードとその継続期間を把握することができ、進
行中の遊技モードとその次の遊技モードとに跨る予告演出に関する判断を正しく行うこと
が可能である。
【００８９】
　また、予告演出選択手段７６ｃは、遊技モード管理手段７６ａによって管理されている
進行中の遊技モードにおける残り変動回数と、その進行中の遊技モードに続く一以上の遊
技モードにおける残り変動回数との和が所定上限回数未満であってその一以上の遊技モー
ドに続く継続遊技モードが存在する場合には、その進行中の遊技モードから継続遊技モー
ドまでの全ての遊技モードに共通に対応する予告演出を選択するように構成されているた
め、例えば継続期間が短い遊技モードを含む場合のように、予告演出が３以上の遊技モー
ドに跨る場合であっても不整合なく出現させることが可能である。
【００９０】
　また、進行中の遊技モードにおける残り変動回数と、その進行中の遊技モードに続く一
以上の遊技モードにおける残り変動回数との和が所定上限回数未満であってその一以上の
遊技モードに続く継続遊技モードが存在しない場合には演出を開始しないように構成され
ているため、３以上の遊技モードに跨る予告演出の途中で確変遊技状態（特別遊技期間）
が終了する可能性を排除できる。
【００９１】
　また、コマンド送信手段６９は、確変遊技状態（特別遊技期間）中、現遊技モード以降
の全ての遊技モードについて、それら各遊技モードの種類と、その遊技モードにおける残
り変動回数とを示す遊技モードコマンドを演出制御基板４２に送信するように構成されて
いるため、演出制御基板４２側で、常に残りの遊技モードの出現順序とそれらの継続期間
とを把握することができ、複数の遊技モードに跨る予告演出に関する判断を正しく行うこ
とが可能である。
【００９２】
　以上、本発明の実施形態について詳述したが、本発明はこれらの実施形態に限定される
ものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。例えば、実施
形態では、特別遊技期間中における現遊技モード以降の全ての遊技モードに対応する遊技
モードコマンドを主制御基板４１から演出制御基板４２に送信するように構成したが、演
出が３つ以上の遊技モードに跨る可能性がない場合には、現遊技モードとそれに続く次遊
技モードとに対応する遊技モードコマンドのみを送信するようにしてもよい。また、例え
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コマンドのみを送信してもよい。
【００９３】
　遊技演出は、一又は複数回の図柄変動にわたって実行されるものであればよく、先読み
判定結果に基づく予告演出以外の演出であってもよい。
【００９４】
　実施形態では、先読み判定手段６８により、大当たり判定乱数値が大当たり判定値と一
致するか否か等、特別図柄に関する先読み判定を行うように構成したが、当たり判定乱数
値が当たり判定値と一致するか否か等、普通図柄に関する先読み判定を行うように構成し
てもよい。
【００９５】
　また本発明は、アレンジボール機、雀球遊技機等の各種弾球遊技機の他、スロットマシ
ン等の弾球遊技機以外の遊技機においても同様に実施することが可能である。
【符号の説明】
【００９６】
３２　　特別図柄表示手段（図柄表示手段）
４１　　主制御基板
４２　　演出制御基板
６３　　特別乱数記憶手段（保留記憶手段）
６４ａ　大当たり判定手段（変動開始時判定手段）
６４ｄ　遊技モード切替手段
６４ｅ　遊技モード変更パターン記憶手段
６５　　特別利益状態発生手段（利益状態発生手段）
６６　　図柄表示制御手段
６８　　先読み判定手段
６９　　コマンド送信手段
７６　　予告演出制御手段（遊技演出制御手段）
７６ａ　遊技モード管理手段
７６ｃ　予告演出選択手段（遊技演出選択手段）
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